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Top Interview

財団理事へのインタビュー“みやこの風”
かおり

　財団法人京都産業21では、京都府内に本社を置き、国内外で活躍している企業トップの方々を理事にお迎えして、培
ってこられた経験と斬新なアイデアをヒントに、京都産業の振興と発展に役立てるさまざまな活動を行っています。
　今回は、鷹ヶ峰三山ふもと、歴史的な伝統を背景に自然美の中で多彩な事業を展開されている株式会社しょうざん代
表取締役 松山 靖史 氏にお話を伺いました。 

昭和１８年生まれ。
昭和41年立命館大学卒業。
昭和38年(株)しょうざん入社、平成3年代表
取締役就任、現在に至る。
現在、（財）京都産業２１理事を務めるほか、
西陣織工業組合副理事長、（財）和装振
興財団理事、京都スポーツ振興特別委員
会委員長などの公職を務める。

株式会社しょうざん
代表取締役

松山 靖史 氏

（聞き手：企画広報グループ）

プロフィール

会社紹介：鷹ヶ峰三山を借景に3万5千坪の広大な敷地の中で、しょ
　　　　　うざん・光悦芸術村事業を展開しておられます。

─しょうざん・光悦芸術村の概要や事業の現況についてお聞か

せください。

松山●光悦芸術村というのは、もともと徳川時代に本阿弥光悦

が京都鷹ケ峰に開いた芸術村ですが、偶然にも時代を超えて私

たちがその場所にいるということです。また、当時芸術村ではも

のづくりが盛んで、ずいぶんいろんな職人がいたということです。

そう考えてみますと偶然か必然かわかりませんが、このような場

所にいるということはありがたいことです。与えられた歴史、伝統、

環境を活かさなければならないと考えています。

　しょうざんはものづくりの会社で、原点はメーカーです。食、サー

ビスの方もいろいろありますが、それもメーカーの指向でもの

を考えています。それがこの場所を与えられた使命だと思うの

です。

　現在の主力事業の一つである和装は、それが持っている伝統

産業の深さ、それは京都がもつ付加価値なのです。付加価値の

高いもの、精神性、歴史･伝統の奥の深さなどは和装を手がける

ことによっていろいろ教えられる面があります。それが他の事業

に浸透していっているというのは大きいです。和装は精神的な

柱であり、ものづくりの深さであり、原点です。

─創業から今日までをふり返り、会社の歩みをどう見ておられ

ますか。

松山●創業者のDNAが企業のDNAにつながっていると思って

います。創業当時、ウールの着物を作ったというのは、今から思

うとなかなか考えられないことです。綿とか絹しか使わなかった

時代にウールを着物に使うというのは、突拍子もない発想ですね。

創業者は常にいろんなことを考えていたのですね。

　事業がうまくいかなかった時代から常に夢をもち、それがたま

たま、ウールにつながったのです。そして可能性のあることをど

んどん取り組みました。そのDNAが今も続いているのですね。

常に挑戦するという社風が続いています。　

　人は強い思いをもつと、ある程度、夢を実現することが出来る

と思います。当社は失敗の連続なのですが、夢を持ち続けたと

いうことで現在があると思っています。

─この場所にいるだけで、ものづくりの環境とはいかにあるべ

きか、と考えてしまいますね。現代の光悦芸術村の想いをお聞

かせください。

松山●事業を営む環境として、自然にかこまれた場所で事業を

行うというのは贅沢なことです。事業効率を考えると、ビルの中

で社員と常に会って仕事をしている方がよく、平面的に点在して

いる事業所での事業活動は、非効率極まりないと思います。しか

し、その非効率が分社的な意識を生んでいると思います。社員が、

それぞれ独立した事業だという気持ちをもてるというのはプラ

スの面です。

　目に見えそうにないさまざまな事、例えば、物の考え方、創造

する力に栄養素を与えられている感じがします。また、自然と共

にあるということは、本来人間がもっている本能の欠落をある程

度予防し、世の中の変化に対する予知能力を高めることに役立っ

ていると思われます。今の時代はコンピュータを駆使し、データ

ベースをつくり、ある程度事業を予測することができますが、こ

れからは、コンピユータに頼るのでなく、人間が持つ本能や感性

が大事になってくると思います。

　そういう意味で、ここはありがたいところで大事なことを自然

が教えてくれると思っています。当社のようにアナログ的に自然

と共に歩む企業があっていいのではないか、また、そういうこと

が必要とされる時代が到来するのではないかと考えています。

─今後の目標、抱負についてお聞かせください。

松山●社会が必要としているものがどれだけできるか、京都で

事業を営んでいますので、付加価値の高いもの、だれでもでき

るものではなく社会性のあるもの、当社しかできないものをど

うつくっていくかが大きな課題です。そうなりますと素材が大事

になりますね。

　当社のヒット商品をふり返りますと、素材がしっかりしていて、
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【お問い合せ先】 （財）京都産業21 企画広報グループ TEL：075-315-9234　FAX：075-315-9091
E-mail:kikaku@ki21.jp

奇をてらわない、華美でない、素朴なものである、素直なものづ

くりができているということにつきるのではないかと考えます。

これからの時代、素材についてはますます重要になってきます。

素材そのものが持つ力をものづくりの人間が引きだす眼力を持

たなくてはなりません。

─企業理念についてお聞かせください。

松山●創業者の時代は圧倒的な力で社員を引っ張っていたので、

経営理念のようなものは必要ありませんでした。創業者が亡くなっ

てから、社員を結束させるためには、ひとつの理念というのが大

事であろうということで、作成しました。集団体制になり組織化

されてきますと、どうしても組織の中の精神的な柱である企業

理念は必要と考えます。

─松山社長の人となりについてお聞かせください。

松山●絵とスポーツが趣味ですね。絵とスポーツというのは、静

と動というように全く異なるようにみえますが、体力が要るとい

う意味で共通したところがあります。キャンバスに向かって絵を

描くということは大変しんどく体力のいるものです。

　絵を始めたのは父親から無理矢理に勉強するよういわれたの

がきっかけです。私自身はそんなに絵心はありませんでしたが、

メーカーとしての将来を心配したのでしょうね。そんなわけで、

若い頃からヨーロッパに行かせてもらい、当時、師事していた絵

の先生と二人で1年近く各地を旅行し、名だたる美術館はほと

んど行きました。それが今に非常に役に立っています。また私は

40代の頃、当社から離れた経験があります。5年近く会社を離れ、

絵に没頭しました。その間にそれまで培ったことが間違いなかっ

たと確認できたことがよかったと思います。芸術や文化との出

会いは私にとって貴重な経験となりました。

　フランス文学を専攻している人がおられ、その人から文学に

ついて教えられました。文学と絵画、音楽、とくにオペラからは、

非日常なものを体験することによって審美眼、ものを見る力、こ

れがいいのか、悪いのかという瞬時の判断をし、見分けられる力

がついたと思います。

　また40歳代の後半頃から歳を重ねるに連れて勇気がなくなり、

挑戦するとか、戦う力がなくなってくるのを強く感じましてね。

それではいけないと、一から体を鍛え直し、現在でもスキーの大

回転、スピード系の競技に挑戦しています。ヨーロッパにいた時、

経営者はみんな、危険を冒してもいろんなスポーツをやってい

ましてね。それは外国人経営者がもつエネルギーだと思います。

　経営者のバックボーンとして、趣味とかいろんなものに挑戦

するということは大切だと思います。常に企業は挑戦していか

なければならないし、トップには社員をひっぱっていく力が求め

られるからです。

─京都産業の活性化に向け様々な取り組みをされていますね。

松山●京都というのは、世界からみても非常に可能性がある都

市であると思います。ミラノとかよくあちらこちらへ行くのです

が、京都がもつブランド力は、ものすごいものです。繊維から食、

そしてIT産業までどこか結びついたところがあって、それは京都

がもっている土譲なのです。付加価値の高いものを生み出す土

譲があるわけです。これは京都の歴史に培われたもので、どこ

の都市にもない京都の持つ大きな財産です。京都には大きな可

能性があると強く思いますね。

　今後の伝統産業の再生についてですが、まず、従来的な再生

というのは非常にむずかしく、かつての伝統産業はもう蘇らない、

と考えています。これからの京都の伝統産業は第二創業の視点

が必要で、まためざす方向はインターナショナルなものであるべ

きだと思います。世界に発信していけるものが京都には十分あ

ります。伝統産業も試行錯誤を続けていますが、やはり世界的な

市場を目指していこうとすれば、価値と価格は非常に大事なこと

ですから、それは、アジアはひとつであり、また多様であるという

概念のもとにものづくりをはじめていかなければと思います。

─京都の起業家、中小企業経営者へのメッセージ　

松山●経営者というものは、常に夢

を持たなければならないと思います。

また、執念を持つ、諦めない、常に前

向きで挑戦する気持ちがあれば、な

んとかなるのではないでしょうか。そ

こには気力が大事で、そして集中力

が生まれます。根本的なのは体力と

いうことになります。

　夢と情熱を持ちつづける限りいく

ら歳をとろうが青春であるということですから、そういう心の持

ち方が、これからの時代の経営に非常に大事だと思います。

─京都産業21に対する期待

松山●産学公の連携ができる時代になリました。お互いの垣根

を取り払い、交流を盛んにするというのが財団の大事な使命で

はないかと考えます。そうすると学生の起業家が生まれてきます。

そういうことが自然に起こる土譲ができてくるということが日本

には大事なことです。日本は資源がなく、人が資源です。また、

それは世界に負けないような資質なのです。人の資源をうまく使っ

ていく社会の仕組みにしていく、それが、財団が担っていく大き

な課題・使命だと思います。

経営理念

社会の変化と動向を注視し 会社の発展と永続性を期す

会社の発展と共に我々従業員の生活を向上させる職場であること

創造と信頼ある物創りに徹し 広く社会に貢献すること
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みんなでコラボ　おもしろ交流

異業種京都まつり2005

　テーブル交流会では、産学の個別マッチングの場、異業種交流グループおよ
び企業の新商品・新技術の開発の場、新市場開拓、起業化の場として、87企業・
団体・大学（100小間）が参加され、これまでの最高出展となりました。今回は
「産学交流ゾーン」を設け、より具体的な交流を目指すとともに、伝統産業から
IT産業まで各社自慢の商品が出展され、新商品の説明や販促、販路開拓、連携
など積極的な展開が図られました。また、産学・業種・業態などの垣根を超えた
熱い交流・商談が行われ、大きな成果が期待される交流会となりました。

テーブル交流会

　2005異業種京都まつりが10月27日(木)京都全日空ホテルで
約1,050名の参加者を集め、開催されました。
　オープニングセレモニーでは京都府異業種交流会連絡会議会長
中沼壽氏による挨拶があり、「自社をうまくPRするためには何か一
品持ち寄り、モノをきっかけにするのがよい。この機会にお互いを
知り合い、理解し合おう」と述べられました。
　その後、テープカットの合図でオープンとなり、会場は多くの来
場者でにぎわいました。会場内の各コーナーでは、盛んな交流が
行われ、また講演会においては有益なお話を伺うことができました。

テープカット（左より）：広瀬邦明氏（（独）中
小企業基盤整備機構近畿支部 支部長代理）、
中沼壽氏（京都府異業種交流会連絡会議 
会長）、辻本泰弘氏（京都府 商工部長）、
中村彰（（財）京都産業21 専務理事）

10：15
オープニングセレモニー
10：30
テーブル交流会開始
11：00～
産学交流講演会
産学交流
　プレゼンセッション開催
15：00
情報化プラザ開催
17：00
情報交流懇親会開催

産学交流講演会
テーマ／「過熱水蒸気の新展開と産学連携
　　　　 －ヘルシオ（シャープ社製ウォーターオーブン）研究開発まで」

講師：宮武和孝 氏（大阪府立大学大学院 生命環境科学研究科教授）

　大阪府立大学大学院の宮武教授を講師にお迎えし、過熱水蒸気を利用したウォーター
オーブン「ヘルシオ」の研究から開発に至るまでの産学連携による取り組みについて講
演いただきました。過熱水蒸気の特性（熱媒体）、及びその生成法と利用のポイント、過

熱水蒸気の応用展開（ヘルシオの事例）について詳しくお話しいただき、また、産学連携の現状と今後の課題に
ついても講演いただきました。そのポイントは以下のとおりです。
現　状
・大学や公的研究機関は、企業にとって技術ニーズの宝庫であること
・大学などの技術シーズと企業側のニーズを繋ぐ機会と場所が少ないこと
・シーズとニーズの両方を把握している人材が少ないこと
・共同開発におけるタイムスケジュールの認識に研究機関と企業に大きな差があること
今後の課題
・技術シーズとニーズを繋ぐ機会、場所、人材の創出・育成が重要であること
・共同開発におけるタイムスケジュールを企業側に合わせていける研究機関側の仕組みづくりが必要であること
 （研究開発過程の段階ごとに異なる)
・共同研究などにおける知的財産権取扱いの見直し(テーマ毎、研究の段階毎に変える必要がある)
・秘密保持に関する研究要員としての学生の取扱規定の整備が必要であること（大学の場合）
　最後に、産学連携の取り組みは百歩先の夢を追いながら人より一歩先を行くという、産と学が共通の理念を持
つことが大切であるとのお話で講演をまとめられ、参加者の多くが感銘を受けました。
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【お問い合せ先】

ワイガヤ産学交流プレゼンセッション

情報化プラザ

　大学の技術シーズをもとにしたビジネスプランの発表
および学内ベンチャーのプレゼンテーションが行われ、“新
連携”の糸口になりました。

京都大学発シンクタンク；NPO 法人KGCの事業紹介
　「京大発シンクタンクが明かす産学連携の秘訣」では、
理事長柴田有三氏にNPO法人KGCの活動について伺
いました。

●ＮＰＯ法人ＫＧＣの事業について
　ＮＰＯ法人ＫＧＣは京都大学の様々な分野の研究者を中心に、未来社会の多様性を高めるシンクタンクとして、
2001年2月に設立しました。（2003年9月にＮＰＯ法人化）。主な事業は、産学連携による研究プロジェクトの
プロデュースです。
●産学連携の秘訣について
　多くの中小企業は、産学連携に対して資金的なことから敷居の高さを感じていますが、成功している中小企業
は、小額の共同研究費で連携を実現させています。それらの中小企業に共通する特徴は、経営者や技術者が、大

学の研究者のモチベーション維持に不可欠な知的好奇心をくすぐるポイント
を心得ていることです。
●プレゼンされたテーマについての反応および感想
　多くの参加者から個別で産学連携の相談がありました。ほとんどの相談内
容は、大学と共同研究を行いたいが、研究者の知的好奇心を十分に刺激でき
ないのではないかという懸念でした。しかし、研究者の視点で見れば、事業の
いずれも、知的好奇心を刺激するに足る内容でした。
　我々の役割は、産学の認識の違いを埋めることです。産学連携に興味のあ
る中小企業の方々も気軽に相談していただきたいと思います。

テーマ／「使わな損!！ブログ活用による企業ホームページ必殺構築法」
講師：咲本勝巳氏　時計台ネット 代表・マーケティング・コンサルタント

　現在、日本でのブログ開設者数は約500万人、その活用方法は個人の情報発信ツー
ルに止まらず、中小企業のホームページ構築のための必須ツールとなってきていま
す。
　今回の講演では、日本のブログ事情から、ブログツールについて話をされました。ブ
ログツールは、たとえばネット通販のホームページでも簡単に構築・運営できたり、
SEO対策（検索エンジンによるキーワード検索上位表示対策）にも、たいへん有利と

なるとその有効性を強調されました。また、ブログの主な機能（トラックバック機能やムーバブル機能）の説明
がありました。
　後半は、ブログでつくられた代表的なホームページが紹介され、ブ
ログツールで作成することのメリット、検索されやすくするためのノ
ウハウを伝授していただきました。
　また最近では大企業もブログのページを充実させており、エンドユー
ザーとコミュニケーションをはかることで、支持を増やしていくツー
ルとなっている現状が報告されました。
　ホームページ開設の意義・目的や、マーケティングコンセプトの設
定などブログに関する制作のポイントや裏技など興味深いお話に、多
くの参加者の学ぶところは大きかったと思われます。

（財）京都産業21  産業情報部 TEL：075-315-8677　FAX：075-314-4720
E-mail：info@ki21.jp

大学の技術シーズをもとにした
ビジネスプランの発表および

学内ベンチャーの
プレゼンテーション

①NPO 法人NGCの事業
②大学の技術シーズをもとにし
たビジネスプラン発表
③大学発ベンチャー企業よりプレ
ゼンテーション
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資料：国土交通省「住宅着工統計」

図4 新設住宅着工戸数
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図5 機械受注額（船舶・電力を除く民需）（全国）
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資料：内閣府「機械受注統計調査報告」
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図6　貿易指数等（全国）
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資料：財務省「貿易統計」、日本銀行「金融経済統計」
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資料：経済産業省、京都府統計課
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資料：電気事業連合会、関西電力株式会社

図8　産業用大口電力消費量
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資料：総務省統計局、厚生労働省、京都労働局

図9 完全失業率・有効求人倍率
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図10 製造業の所定外労働時間指数（規模30人以上）
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資料：厚生労働省「毎月勤労統計調査」、京都府統計課
資料：日本銀行、総務省統計局、京都府統計課

図11　企業物価指数（全国）及び消費者物価指数（2000年＝100）
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図12 倒産件数・負債総額（京都）
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資料：東京商工リサーチ京都支店
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京都府中小企業技術センター
企画情報室 情報・調査担当

【お問い合せ先】 TEL：075-315-9506　FAX：075-315-1551
E-mail：joho@mtc.pref.kyoto.jp

※ 経済指標の詳細データは、http://www.mtc.pref.kyoto.jp/ce_press/no_006/economic_indicators.htmに掲載しています。
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Kyoto Business Partner 2006

京都ビジネスパートナー交流会2006

126社11グループ出展決定！
会期 ● 2006年2月23日(木)24日(金)10：00～17：00（24日は16：30終了）　　　入場 ● 無料
会場 ● 国立京都国際会館（京都市左京区宝ヶ池）　　　　　 主催 ● 京都府　財団法人京都産業21

中小企業展示コーナー
府内中小企業が製造した製品（ソフト）、加工部品、また、それらのパネル等を展示。

イベントホール
両日開催10:00～17:00
（24日は16:30終了）

アネックスホール
両日開催11:00～16:00

ルームＦ・Ｇ・Ｈ
両日開催10:00～16:00

ルームＢ１
23日10:30～12:10

ルームＡ
24日10:30～12:00

ルームＣ１　23日13:00～16:00

ルームＢ１　24日13:30～15:00

京都府試作産業推進コーナー
京都府、（財）京都産業21では、京都の高い技術力を備えた優れた中小企業や大学の集積等を活かし
て「試作」を京都の新たな産業にする取り組みを進めています。このコーナーでは「京都試作産業プラ
ットフォーム」などのご紹介をします。

技術アライアンスコーナー
自社製品の品質向上、コスト削減、新製品の企画などのために新技術、新工法を求め他社との連携を模
索するメーカーと優秀な技術を持ち提案型営業を得意とする中小企業とのマッチングの場。
参加メーカー：54社（予定） ※本コーナーへの申込は別途、ご案内します。

京都ビジネスパートナー交流会2006京都ビジネスパートナー交流会2006京都ビジネスパートナー交流会京都ビジネスパートナー交流会20062006京都ビジネスパートナー交流会2006

きょうと産学連携ビジネスミーティング
（1）産学連携成果プレゼンテーション （2）大学、研究機関テーブル出展・相談サロン
（3）大学、研究機関ポスター・パンフレットセッション （4）金融機関相談コーナー

京都ものづくりフォーラム2006
テーマ：「オンリーワン技術とチャレンジ精神」　講　師：シャープ株式会社 相談役　辻　晴雄 氏
[講師プロフィール]’55年関西大学卒業、シャープの前身である早川工業に入社。’83年専務取締役、’86年取締役社
長に就任、’98年相談役に就任。’86年には社長就任と共に、世界に先駆け液晶ディスプレイ事業の立ち上げに成功。
液晶付きビデオカメラ（液晶ビューカム）、携帯情報ツール（ザウルス）、大型液晶カラーテレビ（アクオス）など画期的
な応用商品を次々に市場へ送り出してきた。現在、（社）関西経済連合会常任理事、（社）経済団体連合会常任理事等。

情報化プラザ　　事例発表　テーマ：「中小企業はこんなＩＴで経営課題を解決しました」

京都“ぎじゅつ”フォーラム2006
（1）平成17年度京都中小企業技術大賞表彰式
（2）講　演　　テーマ：「企業の力～伝承せよ！ものづくりの技」
　　　　　　　講　師：（株）山岡製作所 代表取締役　山岡 祥二 氏
[講師プロフィール]’68年京都市立伏見工業高等学校精密機械科卒業、同年（株）山岡製作所入社、’80年取締役就
任、’91年代表取締役就任。現在、（社）京都工業会理事、（協）京都府金属プレス工業会理事、経済産業省「日本ものづ
くり技能継承と人材育成に関する検討委員会」委員等。

国際化セミナー
テーマ：「日中間の政冷経熱下に於ける今後の対中ビジネス」
講　師：環日本海経済交流センター長・元伊藤忠商事 常務取締役　藤野 文晤 氏

[併催イベント]
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【お申し込み・　
　お問い合せ先】 （財）京都産業21　マーケティング支援グループ TEL：075-315-8590　FAX：075-315-9240

E-mail：market＠ki21.jp

京都ビジネスパートナー交流会2006京都ビジネスパートナー交流会2006京都ビジネスパートナー交流会2006

【技術アライアンスコーナー参加までの流れ】

メ
ー
カ
ー
（
発
注
側
）

京
都
産
業
21

（
事
務
局
）

面
談
希
望
企
業
（
受
注
側)

面談希望企業の事前チェック

求める技術内容のチェック

参加メーカーリスト送付（1月初旬）

面談希望申込送付（1月27日締切）

自社の売り、特長を記載

面談希望企業一覧送付（2月初旬）

ビジネスパートナー交流会（アライアンスコーナー）開催
面談申込メーカーと商談（当日の面談時間指定はありません）

メーカー54社が参加！～技術アライアンスコーナー～

　新たなビジネスパートナーを求め、京都府内外のメーカー54社（前回45社）が参加されます。大きなビジネスチャンスです。
積極的なご参加を！（正式なご案内は年明けにさせていただきます）

㈱アスク（大阪府枚方市）

㈱アルバック（神奈川県）

㈱イシダ（京都市）

井上特殊鋼㈱（京都市）

㈱イマック（滋賀県守山市）

岩谷瓦斯㈱（滋賀県守山市）

ＮＥＣマシナリー㈱（滋賀県草津市）

㈱ＮＨＶコーポレーション（京都市）

オムロン㈱（滋賀県草津市）

オムロンヘルスケア㈱（京都市）

㈱片岡製作所（京都市）

木谷電器㈱（大阪府枚方市）

㈱京都製作所（京都市）

京都パステック㈱（京都市）

㈱クボタ久宝寺事業センター

　（大阪府八尾市）

㈱クボタ枚方製造所バルブ事業部

　（大阪府枚方市）

㈱コスシステム（京都市）

㈲サカエリック自動機（京都市）

サンコール㈱（京都市）

㈱ジーエス・ユアサ

　コーポレーション（京都市）

㈱島津製作所（京都市）

シャープ㈱（大阪市）

正保鉄工㈱（愛知県）

㈱城下エンジニアリング（愛知県）

星和電機㈱（城陽市）

ダイキン工業㈱（大阪府摂津市）

大信精機㈱（愛知県）

大日本スクリーン製造㈱（京都市）

ダイハツ工業㈱（大阪府池田市）

太陽精機㈱（滋賀県高島市）

竹中エンジニアリング㈱（京都市）

竹中電子工業㈱（京都市）

㈱ＴＡＣ（京都市）

㈱椿本チエイン（京田辺市）

トクデン㈱（滋賀県高島市）

豊田工機㈱（愛知県）

㈱七彩（京都市）

㈱南谷製作所（愛知県）

日新電機㈱（京都市）

日本アルミ㈱（湖南市）

白光㈱（大阪市）

パール工業㈱（大阪市）

平田機工㈱関西事業部（滋賀県）

富士機械製造㈱（愛知県）

ホソカワミクロン㈱（枚方市）

㈱堀場製作所（京都市）

本間工業㈱（栗東市）

㈱宮木電機製作所（亀岡市）

㈱村田製作所（長岡京市）

八千代工機㈱（東大阪市）

ユアサ産業機器販売㈱（大阪市）

㈱ユーシン精機（京都市）

㈱ユニソク（大阪府枚方市）

ローム㈱（京都市）

【参加メーカー 一覧（50音順）】

6



企業の情報化推進リーダー育成講座 情報処理技術者試験
【初級システムアドミニストレータ】 のご案内

企業の情報化推進リーダー育成講座 情報処理技術者試験
【初級システムアドミニストレータ】 のご案内

企業の情報化推進リーダー育成講座 情報処理技術者試験
【初級システムアドミニストレータ】 のご案内

Information

ブログ講座のご案内

Ｂｌｏｇ入門講座
～日記だけじゃない！ビジネスに使えるブログのあれこれ～

Ｂｌｏｇ入門講座
～日記だけじゃない！ビジネスに使えるブログのあれこれ～

Ｂｌｏｇ入門講座Ｂｌｏｇ入門講座
～日記だけじゃない！ビジネスに使えるブログのあれこれ～～日記だけじゃない！ビジネスに使えるブログのあれこれ～

Ｂｌｏｇ入門講座
～日記だけじゃない！ビジネスに使えるブログのあれこれ～

TEL：075-315-8677　FAX：075-314-4720
E-mail：info@ki21.jp【お問い合せ先】 （財）京都産業21 産業情報部（魚島）

主催：京都インターネット利用研究会

　ブログ。「インターネット上の公開日記」と捉えられ勝ちですが、ビジネスにも非常に有効な手段として利用できます。
更新が手軽に出来、トラックバックやコメント機能など様々な機能を持ち、現在日本で473万人※ものユーザーをもつブ
ログ。これをビジネスに役立てない手はありません。
　当研究会でも、去る10月27日にブログをテーマに講演会を開催し、大変好評を得ました。そこで今回は、ブログにつ
いて、その基礎知識から、実際のブログサイトの作り方までを入門編として講座を開講します。
当講座で身につける知識…ブログに関する基礎知識について／ブログの優位な点、劣っている点／ブログを使ってのビジネス／実際に

　　　　　　　　　　　　ブログを作ってみる etc

日 時 一回目　平成18年2月21日（火）　13：00～17：00
二回目　平成18年2月28日（火）　13：00～17：00
※一回目、二回目は同内容です。どちらか1日を選んでご参加下さい。

講 師 稲本　俊一 氏（有限会社プロスパー代表取締役）

会 場 京都府産業支援センター2Ｆ（京都市下京区中堂寺南町134）

定 員 10名

料 金 京都インターネット利用研究会会員及びKIIC交流会会員…無料　　一般…3,000円

申込方法 FAX（075-314-4720）か、専用申込フォームに必要事項（①会社名　②参加社名　③所属部・
役職　④E-mail　⑤TEL/FAX　⑥会参加の有無【KIIC交流会・京都インターネット利用研究会・
非会員】）をご記入の上、お申込下さい。http://www.ki21.jp/information/it_koushu/index_blog.htm

注意事項 お申込後のキャンセルは、それぞれの開講１週間前までにご連絡下さい。それ以後になりますとキャ
ンセル料（テキスト代等の実費）を申し受けます。

※総務省発表。平成17年9月末での数字。
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Information

初級シスアド講座のご案内

企業の情報化推進リーダー育成講座 情報処理技術者試験
【初級システムアドミニストレータ】 のご案内

企業の情報化推進リーダー育成講座 情報処理技術者試験
【初級システムアドミニストレータ】 のご案内

企業の情報化推進リーダー育成講座企業の情報化推進リーダー育成講座 情報処理技術者試験情報処理技術者試験
【初級システムアドミニストレータ】【初級システムアドミニストレータ】 のご案内のご案内

企業の情報化推進リーダー育成講座 情報処理技術者試験
【初級システムアドミニストレータ】 のご案内

TEL：075-315-8677　FAX：075-314-4720
E-mail：info@ki21.jp【お問い合せ先】 （財）京都産業21 産業情報部（魚島）

主催：財団法人京都産業21　協力：協同組合　戦略プランナー21

　企業の部門における業務効率の向上などの業務改善を推進する「自部門の業務改善リーダー」の育成を目的とした
講座を開催します。現状業務の問題点を把握し、それを解決するために業務の情報化を推進するための技能を身につ
けるのに最適な「初級システムアドミニストレータ」のカリキュラムに基づいて学習します。
　中小企業におけるＩＴ活用の推進者に相応しい人材に求められる知識の習得を目指し、実際に試験を受けたい方にも
有効な試験対策も盛り込んだ講座となります。
当講座で身につける知識…業務改善に関する技法／情報システムに関する一般的知識／コンピュータのハード、ソフトに関する知識／

　　　　　　　　　　　　表計算の知識／データベースの知識／ネットワーク、セキュリティの知識等

日 時 平成18年1月19日（木）、1月27日（金）、2月3日（金）、2月9日（木）、2月16日（木）、2月24日
（金）、3月3日（金）、3月9日（木）、3月17日（金）、3月24日（金）
（10回シリーズ）　いずれも18時～21時。

講 師 竹内　肇 氏（合資会社パンカル 代表）

会 場 京都府産業支援センター2F（京都市下京区中堂寺南町134）

定 員 10名

料 金 12,000円。 KIIC交流会・京都インターネット利用研究会会員は10,000円

申込方法 FAX（075-314-4720）か、専用申込フォームに必要事項（①会社名　②参加社名　③所属部・
役職　④E-mail　⑤TEL/FAX　⑥会参加の有無【KIIC交流会・京都インターネット利用研究会・
非会員】）をご記入の上、お申込下さい。

Ｂｌｏｇ入門講座
～日記だけじゃない！ビジネスに使えるブログのあれこれ～

Ｂｌｏｇ入門講座
～日記だけじゃない！ビジネスに使えるブログのあれこれ～

Ｂｌｏｇ入門講座
～日記だけじゃない！ビジネスに使えるブログのあれこれ～
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Venture Support

創援隊交流会

－首都圏で販路開拓を求める方へ－

第6回創援隊交流会（東京会場）参加企業募集中！！
－首都圏で販路開拓を求める方へ－

第6回創援隊交流会（東京会場）参加企業募集中！！
－首都圏で販路開拓を求める方へ－

第6回創援隊交流会（東京会場）参加企業募集中！！
－首都圏で販路開拓を求める方へ－

第6回創援隊交流会（東京会場）参加企業募集中！！

（財）京都産業21  新事業支援部
ベンチャー支援グループ

TEL：075-315-8848　FAX：075-323-5211
E-mail：shinjigyo@ki21.jp 【お問い合せ先】

　当財団では、第二創業やベンチャー企業等で自社製品等の販路開拓でお困りの方と創援隊との交流の場として、「創
援隊交流会」を開催しています。
　創援隊はボランタリーベースで販路開拓を支援するネットワークで、ベンチャー企業等の開発製品等の売り込みのサ
ポートをします。この度、首都圏で販路開拓を求める企業を支援するため「創援隊交流会」を東京で開催します。　
　ただいま、創援隊メンバーへ自社製品等の販路開拓支援を求めるプレゼンテーション企業を募集していますので、ふ
るってお申し込みください。

第二創業歓迎！ベンチャー企業等の販路開拓を支援します！

平成18年1月27日（金）　午後2時～5時
東京全日空ホテル（東京都港区）
「創援隊交流会応募用紙」に必要事項をご記入の上、持参・郵送又は
E-mailでお申し込みください。
京都府内に事業所又は事業の拠点となる場所を有するベンチャー企
業又は創業を目指す方及び第二創業企業で、具体的な自社開発製品・
商品を有し、販路開拓を目指す方。
http://www.ki21.jpをご覧下さい。（申込書もダウンロードできます。）
平成17年12月23日（金）必着
無　料

【開催日時】
【場　　所】
【申込方法】

【応募資格】

【応募要領】
【応募締切】
【参 加 料】

※プレゼンテーション企業に対して、当財団で事前のプレゼンテーション指導を無料で実施します。
※創援隊交流会事業について詳しくは「創援隊」ホームページ→http://www.ki21.jp/souentai/をご覧ください。 
※上記の他、平成18年3月2日（木）に新・都ホテルにおいて「創援隊交流会（京都会場）」を開催します。
　詳しくは下記までお問い合わせ下さい。
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－首都圏で販路開拓を求める方へ－

第6回創援隊交流会（東京会場）参加企業募集中！！
－首都圏で販路開拓を求める方へ－

第6回創援隊交流会（東京会場）参加企業募集中！！

同志社女子大学DoRIS事務局
（学術研究推進センター内）

TEL：0774-65-8455　FAX：0774-65-8680
E-mail：DoRIS-t@dwc.doshisha.ac.jp 　URL：http://www.dwc.doshisha.ac.jp/【お問い合せ先】

Liaison

大学リエゾンオフィス紹介

同志社女子大学  学術研究推進センター

　「国際主義」と「リベラルアーツ」を柱に、新しい女性の育成と教育の創造を目指し、同志社女子大学は、130年の歴

史を育んできました。私達が目指してきたのは、自然・人・社会との調和。その精神は、今、地球規模で希求される人類

の命題となっています。

　同志社女子大学では、次代を担う新しい女性を育成するとともに、これまで培ってきた研究成果を社会に還元したい。

同時に、産業界や行政、地域の人々と手を携えて、さまざまな研究に取り組み、社会に貢献していきたいと考えています。

歴史と伝統を糧に、未来を担う新しい社会・文化の創造を目指して、同志社女子大学は産官学連携事業を推進していき

ます。

　当センターは、同志社女子大学の研究活動を高め、社

会や地域への貢献をはかるために、全学的な学術研究推

進業務を統括する機関として設置されました。地域社会

との交流や産官学連携を本学の最重要課題の一つと考え、

積極的な交流展開を行っています。当センターでは産官

学連携推進業務だけではなく、研究者の業績管理や知的

財産管理業務も担当していますので、学外の皆様の様々

なニーズにすばやく対応いたします。

　本学ではこれまでも様々な領域で既に地域社会との交

流に取り組んでいます。例えば食品分野、情報通信分野

等の企業との連携、語学の分野においても外部機関との

連携の実績が蓄積されています。また、女子大学としての

特徴を活かし女性向け商品を扱う企業のマーケティング

や商品開発の支援にも実績があります。

　さらに2005年4月に薬学部が開設され、これまで以上

に広い分野に対して交流を深め、社会貢献を行うことが

できると考えていますのでご期待ください。

※DoRIS
　…同志社女子大学リサーチインターチェンジシステム
　産業界、行政、大学が互いに交流することで、相互発展の可
能性は無限に広がります。本学をその拠点とし、産業・経済、
行政、学術および地域社会における相互協力の輪を形成し
ていきます。

●本学教員の研究や社会活動にかかわる業績をホームペ

ージに掲載するとともに、それらの業績を掲載した“教員

研究活動等報告書”を発行

●本学の研究成果を掲載した“学術研究年報”、“総合文化

研究所紀要”および“学術研究推進センター報告”を発行

●学内研究プロジェクトを定期的に公開講演会として開催し、

研究成果を広く学外に公開

●様々な産官学連携に関するイベントに積極的に出席し、

本学の研究成果を公開

●本学の産官学連携事業を推進するためのパンフレット

（DoRIS）を発行

●本学教員の研究をわかりやすく紹介した“The Dreams 

of DoRIS”を発行

産官学連携を推進させるために
次のような取り組みを行っています。
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